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編
集
委
員
会

吉
本
貞
昭
著
『
世
界
が
語
る
大
東
亜
戦
争

と
東
京
裁
判
』
ハ
ー
ト
出
版

　
著
者
の
吉
本
貞
昭
氏
は
、
今
か
ら
80
年

前
、
昭
和
20
年
9
月
14
日
に
、
市
ヶ
谷
台

第
1
総
軍
司
令
部
で
自
決
さ
れ
た
吉
本
貞

一
元
陸
軍
大
将
の
ご
親
族
で
す
。
国
立
大

学
の
大
学
院
を
修
了
後
、
中
国
留
学
を
経

て
大
学
の
研
究
機
関
に
所
属
、
中
国
研
究

の
他
、明
治
維
新
、日
清
戦
争
、日
露
戦
争
、

大
東
亜
戦
争
、
占
領
政
策
な
ど
の
近
現
代

史
に
つ
い
て
研
究
、
平
成
28
年
1
月
に
吉

本
研
究
会
を
設
立
し
、
市
民
と
大
学
生
を

対
象
に
近
現
代
史
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
著
者
が
執
筆
に
当
た
っ
て
最
も
念
頭
に

置
い
た
の
は
、
戦
前
の
日
本
人
が
国
難
に

殉
じ
て
い
か
に
戦
っ
た
か
を
国
民
に
伝
え

る
こ
と
で
す
。
戦
後
の
日
本
人
も
大
東
亜

戦
争
の
世
界
史
的
意
義
や
東
京
裁
判
の
正

体
を
、
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
子
孫
の

た
め
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
本
書
に
掲
載
さ
れ
た
世
界
の
指
導
者
や

識
者
が
語
る
1
6
8
に
及
ぶ
名
言
は
、
輝

き
を
放
っ
て
、
日
本
人
に
生
き
る
勇
気
と

希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
大
東
亜
戦
争

は
「
村
山
談
話
」
や
歴
史
教
科
書
に
あ
る

よ
う
な
「
侵
略
戦
争
」
で
は
な
い
し
、
東

京
裁
判
が
い
か
に
裁
判
に
値
し
な
い
偽
善

的
な
茶
番
劇
で
あ
っ
た
か
が
分
か
り
ま

す
。

　
本
書
に
よ
っ
て
日
本
人
が
大
東
亜
戦
争

の
世
界
史
的
意
義
を
再
評
価
し
、
東
京
裁

判
が
も
た
ら
し
た
誤
っ
た
歴
史
認
識
か
ら

脱
却
し
て
、
失
わ
れ
た
自
信
と
誇
り
を
取

り
戻
す
た
め
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で

す
。
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吉
本
貞
昭
著
『
日
本
と
ア
ジ
ア
の
大
東
亜

戦
争
』
ハ
ー
ト
出
版

（
も
っ
と
日
本
が
好
き
に
な
る
・
親
子
で

読
む
近
現
代
史
シ
リ
ー
ズ
）

　
ア
ジ
ア
の
国
々
の
独
立
戦
争
を
助
け
た

日
本
は
、
降
伏
し
た
と
は
い
え
、
西
欧
列

強
の
植
民
地
支
配
を
打
ち
壊
し
、
世
界
史

の
流
れ
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
に
力
を
尽

く
し
た
国
で
あ
る
こ
と
は
、
ま
ぎ
れ
も
な

い
事
実
で
す
。

　
大
東
亜
戦
争
後
、ア
ジ
ア
の
多
く
の
国
々

が
、
長
い
あ
い
だ
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
西

欧
列
強
の
植
民
地
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
て

発
展
を
遂
げ
た
こ
と
、
そ
し
て
日
本
が
そ

の
こ
と
に
力
を
尽
く
し
た
国
で
あ
る
こ
と

に
対
し
て
、
日
本
人
は
、
も
っ
と
大
き
な

自
信
と
誇
り
を
持
つ
べ
き
で
す
。
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本
体
1
4
0
0
円
＋
税

　
ご
関
心
の
あ
る
方
は
、
メ
ー
ル
又
は
電

話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

henshu@
rikushukaikosha.or.jp
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『
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
─
ビ
ル
マ
の
防
衛
』

戦
史
叢
書
抜
粋
版
（
等
松
春
夫
監
修
）

〝T
he B

attles of Im
phal and 

Kohim
a : Japanese O

peration in 
N

ortheast India

〟

　
第
2
次
世
界
大
戦
の
イ
ン
パ
ー
ル
及
び

コ
ヒ
マ
の
戦
い
に
関
す
る
既
存
の
資
料
の

大
半
は
イ
ギ
リ
ス
や
連
合
国
の
視
点
や
経

験
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
の
視
点

が
十
分
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
状

で
し
た
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
公
益
財

団
法
人 

笹
川
平
和
財
団
が
防
衛
大
学
校
の

等
松
春
夫
教
授
を
は
じ
め
と
す
る
学
者
や

陸
修
偕
行
社
会
員

　
関
口
高
史
氏
な
ど
の

専
門
家
と
協
力
し
、
当
該
戦
い
に
お
け
る

日
本
軍
の
行
動
に
焦
点
を
当
て
た
本
書
を

制
作
し
ま
し
た
。
本
書
は
一
般
販
売
で
は

な
く
、
笹
川
財
団
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
お
い

て
P
D
F
版
が
無
料
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
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w
w
.spf.org/global-data/

user162/T
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K
ohim

a.pdf?20250304164154
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